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6G時代のNTN衛星コンステレーション構想

GEO

LEOコンステレーション

ビーム走査

衛星本体

展開膜フェーズドアレイ
無線機による超小型衛星

NTN: Non-Terrestrial Network

あらゆる場所、時、
モノ、ヒトがつながる
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現状の衛星通信コンステレーションの課題

*SpaceX Starlink HPより

高度

経度方向

➢ フェーズドアレイにより、任意の
地上地点にビーム走査可能

➢ 同一軌道上の衛星間通信が可能

フェーズドアレイ

現状 将来的な要求

ビームカバレッジ角 120°（地球方向） 360°（全方位）

重量 260kg 10kg

ビームカバレッジ角
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技術的な強み① 無線IC技術
• 無線ICのカスタム開発

• 低消費電力化 ⇨従来の1/10以下を達成

• 高放射線耐性 ⇨Mrad級のTID耐性を達成

• 低コスト化 ⇨COTSの1/2以下を目指す

       

            
                       

放射線試験

• 内製ICは各種試験をクリア
• 放射線
• 振動・衝撃
• 熱真空

振動試験

Logic, Mode Select,  
Gain & Phase Calibration,

Constant-gm Biasing,
64-State LUT (SRAM)
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技術的な強み② 宇宙膜構造 技術
• 薄型基板を搭載できるブーム式展開膜

• キューブサット開発 ⇨ 2019年打上げ

(2017年4月東工大 古谷研)

「CFRP＋金属のハイブリッド
ブーム」による展張・展開

「織物膜」により基板厚さ
の影響を吸収

1m

OrigamiSat-1 

(FO-98)

革新的衛星技術実証
1号機（2019年1月）

3Uキューブサット
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これまでの取り組み

衛星搭載展開膜

Ka帯フェーズドアレイ無線機

➢ 革新的衛星技術実証3号機にて2022年度打ち上げ予定

➢ さらなる大面積アレイの宇宙実証(2025年頃)を目指す

IEEE衛星無線機コンペ
ファイナリストに選出

薄型・軽量化の追求
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研究体制とこれまでの成果

東工大
白根・岡田

東工大
坂本

東工大
戸村

アクセル
スペース社

フジクラ社

JAXAIEEE MTT-S

ソシオ
ネクスト社

フレキシブル
基板で連携

衛星システムで連携

端末用ICで連携

無線IC技術

革新3号機MTTSat challenge

打ち上げ機会・衛星開発の支援

ヒロセ電機社

コネクタで連携

膜構造技術 アンテナ技術

コア技術

UNISEC

サカセ・
アドテック社

ウェル
リサーチ社

展開構造の実証機開発

3U CubeSat OrigamiSat-1

MCU

PLL

BFIC

BFIC


